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P r e s s  R e l e a s e

壁式 8階建てハイウォール工法の設計受注実績が 20 棟を突破
耐震性の高い壁式構造で８階まで対応が可能

WRC造のメリットを最大限生かした独自工法

建築物の構造設計を主力とするさくら構造株式会社（本社：北海道札幌市　代表取締役　田中 真一　以下、
さくら構造）では、日本で初めて 8 階までの壁式鉄筋コンクリート造（以下、WRC 造）の確認済証を取
得した「ハイウォール工法」の採用が、約 1 年間で 20 棟を突破しました。ハイウォール工法は壁式構
造の耐震性の高さを残しつつ、さくら構造の持つビッグデータを活用して躯体数量を最適化し、コスト
パフォーマンスも向上しています。

【どんな顧客に人気があるのか】
【顧客の声】

大手ハウスメーカーを始めとした、土地活用を得意とす
る建設会社が7割を占めており、他には不動産デベロッ
パー等の上場企業から支持されています。共同住宅以外
では、介護施設やオフィスビル等で採用されています。

●壁式構造なので、地震にも強いし安心
●壁式だとどこも５階までと言われたが、
　さくら構造さんは８階まで対応してくれる
　ので助かりました

【お問い合わせ】
さくら構造株式会社　担当　小林（こばやし）　
M a i l   kozo@sakura-kozo.jp   T E L   011-214-1651（9:00 ～ 18:00） 

【ハイウォール工法の特徴】

詳しくはこちら
https://sakura-kozo.jp/zisha-kouhou/hight-wall/

躯体数量が少ない＝躯体費が安くなる
8階建てのRCラーメン造に比べて、ハイウォール工法
では総工事費に対して、坪単価5%削減。構造躯体費
に対して、坪単価16.7%削減することができます。

空間効率が高い
壁式鉄筋コンクリート造であるため、部屋の
隅部や天井の隅に柱梁の出っ張りがなく、空
間を有効に活用することができます。また、
通常のRC造と比べて梁せいが小さく、建物の
階高を低く抑える事が可能であるため高さ制
限のある土地でも最大限層数を確保できます

建物高さの抑制
ハイウォール工法は壁と柱が一体化するため、RCラ
ーメン構造のように室内に梁型が出てきません。その
ため、必要な天井高を確保した上で階高を抑えること
が可能です。


